世田谷保健所感染症対策課(FAX:０３-５４３２-３０２２ )あて

学校等感染症調査報告票 報告日；　　年　　月　　日　　記録者（　　　　　　　)
	学校名
	
	住所
	

	
	
	電話番号
	
	担当者
	

	疾患名
	確定診断がついていない場合は「疑い」と記載、病院等の検査で確定診断がついている場合は病原体名等を記入



	受診状況
	受診者数；　　　人

医療機関；
	重症者
	入院；　　人（状況；　　　　　　　　　　　　　　　）

死亡；　　人（状況；　　　　　　　　　　　　　　　）

	発生日時
	
	感染源情報
	（喫食・行動情報等）



	主な症状
	下痢　・　おう吐　・　悪心　・　腹痛　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	経過
	初発状況、症状、重症度、確定診断、検査の有無、クラス、校医への報告、所管部署への報告等




施設概要（年、クラスなどは施設によって書替えてください）
	生徒
	1年生
	2年生
	3年生
	4年生
	5年生
	6年生
	生徒合計

	
	
	
	
	
	
	
	

	職員
	教員
	事務
	栄養士
	調理師
	その他
	職員合計

	
	
	
	
	
	
	

	施設構造
	（施設見取り図の添付も可）



有症状者の状況
	生徒
有症状者数
	　年　　ｸﾗｽ
	
	
	
	
	
	生徒合計

	
	
	
	
	
	
	
	

	職員
有症状者数
	教員
	事務
	栄養士
	調理師
	その他
	職員合計

	
	
	
	
	
	
	


次頁の「感染症予防チェックリスト」を確認してください。
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	学校名
	
	確認者
	


感染性予防チェックリスト（学校）

１．生徒の健康管理と早期発見

	· 日頃から生徒の健康観察を実施している
	はい
	いいえ

	· 学校全体の体調不良者・欠席者等の情報が１日１回集約されている
	はい
	いいえ

	· 体調不良の生徒の保護者には、受診を促している
	はい
	いいえ


２．職員の健康管理と早期発見

	· 日頃から職員の健康状態に問題がある場合（特に嘔吐・下痢）は報告がある
	はい
	いいえ

	· 職員の有症状者を確認している
	はい
	いいえ

	· 職員の体調が悪い場合、医療機関へ受診させている
	はい
	いいえ

	· 職員の有症状者は、症状が治まるまで勤務に就いていない
	はい
	いいえ


３．手洗いと標準予防策

	· 日頃から職員・生徒・保護者・来校者の手洗いの徹底を呼びかけている
	はい
	いいえ

	· 生徒の手洗いについては、担任・養護教諭が指導している
	はい
	いいえ

	· 手洗いは、石けんと流水で、１５～３０秒以上行っている
	はい
	いいえ

	· 校内に共用タオルは置いていない
	はい
	いいえ

	· 使い捨て手袋を使用した場合も、手袋をはずした後に手洗いをしている
	はい
	いいえ


４．感染症予防のための環境整備

	· 手洗い・トイレに石けんが整備されている
	はい
	いいえ

	· 定期的にトイレ・保育室・廊下等を次亜塩素酸ナトリウム希釈液で消毒している
	はい
	いいえ

	· 嘔吐・下痢など発生時に備えて、必要物品（マスク・手袋・ガウン・ペーパータオル・新聞紙・ゴミ袋等）が準備されている
	はい
	いいえ


５．研修

	· 職員は、年１回以上は感染症の研修を受けている
	はい
	いいえ

	· 研修の内容は、職員会議等で共有している
	はい
	いいえ

	· 嘔吐物の処理方法は、職員間で確認している
	はい
	いいえ


６．マニュアル・連絡体制

	· 感染症対策マニュアルが準備されている
	はい
	いいえ

	· マニュアルには、校内で感染症の流行を疑った際の職員からの報告・連絡方法や連絡先が記載されている（夜間・休日含む）
	はい
	いいえ

	· マニュアルには、疾患別の知識、生徒・職員の健康管理、標準予防策等、日頃から行うべき予防対策や発生時の対応策等は盛り込まれている
	はい
	いいえ

	· マニュアルは、職員全体で共有している
	はい
	いいえ

	· マニュアルを定期的に見直している
	はい
	いいえ

	· 感染症担当者を決めている
	はい
	いいえ

	· 感染症流行時は、流行していることを生徒・保護者へ周知している
	はい
	いいえ
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	学校名
	
	確認者
	


７．嘔吐・下痢の処理について

	· 嘔吐・下痢のあった場所（教室・廊下・水道・トイレ等）、日時の確認をしている
	はい
	いいえ

	· 嘔吐・下痢のあった場所は、次亜塩素酸ナトリウム希釈液で拭き取り消毒をしている
	はい
	いいえ

	· 嘔吐・下痢を処理する人は、使い捨て手袋・マスク・ガウンを着用している
	はい
	いいえ

	· 嘔吐・下痢を処理する時には、十分に換気している
	はい
	いいえ

	· 嘔吐物が付着した可能性がある食器類は、調理室に戻す前に次亜塩素酸ナトリウム希釈液で消毒、もしくは85℃以上で90秒以上になるよう熱湯消毒を行う
	はい
	いいえ

	· 職員はゾーニング（校内の清潔区域・汚染区域を分けること）を守っている
	はい
	いいえ

	· 汚物がついた衣類等は、ビニール袋に密封して、家庭での消毒方法を指導している
	はい
	いいえ


「いいえ」の項目は早急に改善できるように検討してください。
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· 使用塩素濃度
市販されている次亜塩素酸ナトリウム原液を希釈して使用します。
	
	原液濃度
	希釈
	方　法
	用　途

	0． ０２％

次亜塩素酸

ナトリウムの調整
	１％
	５０倍
	原液１０ml＋水５００ml
	日常の拭き取り清掃

調理台や調理器具

床、ドアノブ、おもちゃ等

	
	５％
	２５０倍
	原液１０ml＋水２．５ℓ
	

	
	６％
	３００倍
	原液１０ml＋水３ℓ
	

	０．０５％
次亜塩素酸
ナトリウムの調整
	１％
	20倍
	原液10ｍｌ＋水200ｍｌ
	新型コロナウイルスに対する環境消毒は0.05%が推奨
されています

	
	５％
	100倍
	原液10ｍｌ＋水１リットル
	

	
	６％
	120倍
	原液約8-9ｍｌ＋水１リットル
	

	０．１％

次亜塩素酸

ナトリウムの調整
	１％
	１０倍
	原液１０ml＋水１００ml
	おう吐物や排泄物で

直接汚染された場所

排泄後のトイレの便座等

	
	５％
	５０倍
	原液１０ml＋水５００ml
	

	
	６％
	６０倍
	原液１０ml＋水６００ml
	


· ペットボトルとそのキャップを使用した消毒液の作り方

【例】原液濃度が５％の次亜塩素酸ナトリウム製剤を使用する場合

	使用塩素濃度
	方法

	０．０２％
	原液２ml（ペットボトルキャップ半分量）＋水５００ml

	０．０５％
	原液５ｍｌ（ペットボトルキャップ1杯）＋水５００ｍｌ

	０．１％
	原液１０ml（ペットボトルキャップ２杯分）＋水５００ml



　


　使用している次亜塩素酸ナトリウム希釈液は、適切な濃度ですか？





ペットボトルのキャップ容量は種類によって多少異なりますが、


キャップの量を目安におおよその量で大丈夫です





【連絡先】


　世田谷保健所　感染症対策課


　電話　０３－５４３２－２４４４／FAX　０３－５４３２－３０２２








